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連作における野菜の生青と土壌の理化学性の変化

第4報 連作跡地土壌がダイコンとニンジンの生育,品質に及ぼす影響
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Effect of Continuous Cropping on Growth of Vegetables and Change of Soil Properties

4 Effect of continuous cultivation of seven crops for five years

On grO、vth and quality of」 apanese radish and carrot
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1 は じ め に

前報まででは,連作が作物の生育,収景,各種障害の発

生,土壌の理化学性及び野菜類の無機成分組成等に及ぼす

影響について報告した・
2の
。本報では,連作跡地におけ

るダイコンとニンジンの生育,収量と品質等に及ぼす前作

物の影響を調査した。

表 1 耕種概要

播

2試 験 方 法

供試圃場は,前報
いで用いた東北農業試験場畑地利用部

(福島市荒井)構内の淡色黒ボク土畑圃場 (以下淡色土畑

と記述)と腐植質黒ボク土畑圃場 (以下腐植土畑と記述)

で,7種類の野菜等 (表 2)を 5年間違作した跡地である。

1区20♂ ,2連制の跡地をそれぞれ 2分 して,ダイコンと

ニンジンを栽培し,それらの生育,収量,各種障害の発生

と土壌中の線虫密度を調査した。耕種概要を表 1に示した。

生育,収量,各種障害の発生調査は常法により実施した。

N

ダイコン  ベっ 513 26 33

33ニンジン 5 ×15      26

注 N,P206,K20は硫酸アンモニクム,過燐酸石灰 , 硫酸カリウムを用い,全量基肥とした。

3 試験結果及び考察

収穫時におけるダイコンとニンジンの生育量は,淡色土

畑に比較して腐植土畑が劣る傾向にあつた。前作物との関

係では,土壌の違いによる差が大きく, 定の傾向は認め

られなかった。

収穫量についてみると,エ ンバク跡地のダイコンの L物

重は,他の区よりかなり多く,前作の影響が少ないと考え

られた。他の区では,土壌の違いによつて様態が異なり,

前作との関係は一定でなかった。ダイコンとニンジンの上

物重は,腐植土畑が淡色土畑よりいずれも劣る傾向を示し,

規格外割合はかなり高く,特に,腐植土畑のスイートコー

ン跡地のダイコンでは100%が規格外で,品質は著 しく低

下した (図 1)。

ダイコンとニンジンの収量,品質の低下は,各種の障害

によったが,その主要な障害の発生害1合を表 2,表 3に 示

した。軟腐病は,ダイコンについてはいずれの跡地でも発

生し,特に,エ ダマメ跡地での発生割合が高く,腐植土畑

の発生割合は淡色土畑よりいずれも高い値を示した。エン

ジンについては,淡色土畑ではインゲンマメ跡地だけに発

生したのに対して,腐植土畑ではすべての区に発生が認め

られ,イ ンゲンマメとエダマメ跡地の発生害1合が高かった。

発生した虫害は,ヨ トウムシ類による食害であった。 ダ

イコンについては,淡色土畑ではエンパクとキヤベツ跡地

で被害が発生したのに対して,腐植土畑ではすべての区で

被害が認められ,ダイコンとキャベツ跡地の被害率力塙 力'っ
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図 1 ダイコンとニンジンの収穫量 (生重)
注 A～ G:前作物 (表 2参照)
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表 2 ダイコンとニンジンの主な障害発生割合 については,淡色土畑より腐植土畑の被害率が著しく高く,

これらは,上述した収穫物の上物重の減少に影響を及ぼし

た。

一方,ニ ンジンの被害は,ネ コプセンチュウによるもの

であり, トマト跡地のみで認められた。土壌中のキタネグ

サレセンチュウ密度は,ダイコンを栽培した後のインゲン

マメ,エ ダマメ等の跡地で著しい増殖が認められたが,淡
色土畑のスイートコーンとエンパク跡地では逆に減少した。

トマトの連作によって著しく増殖したネコプセンチュウ

密度は
1),ダイコンとこンジンの栽培後にかなり減少 し,

ダイコンの栽培後の減少が,特に,顕著であった。

以上の結果から,野菜類の連作跡地では,後作物の収量

や品質に著しい影響が認められ,その程度は,土壌の違い

や作物によつて異なることが確認された。特に,前作物に

よって増殖された植物寄生性線虫が,後作物の品質を低下

させることが確認された。

4 ま と め
第 1～ 3報に引続き,イ ンゲンマメ,ダイコン, スイー

トコーン,エ ンバク,キ ャベッ, トマト,エ ダマメの 7作

物を 5年間連作した跡地を用い,ダイコンとニンジンの生

育,収量と品質並びに各種障害の発生に及ぼす,前作物の

影響を調査した。

前作物がダイコンとニンジンの生育.収量に及ぼす影響

については,土壌の違いによって様態が異なり,一定の関

係が認められなかった。ダイコンの上物割合は,野菜類の

跡地ではエンパク跡地よりいずれも低かった。

各種障害の発生については,腐植土畑が淡色土畑より多

く,軟腐病はエダマメ跡地で、岐根,裂根はトマト跡地で

多い傾向を示した。また、キタネグサレセンチュウによる

ダイコンの被害は、インゲンマメ、エダマメ跡地で多発し、

ネコプセンチュウによるニンジンの被害は、 トマト跡地だ
けに発生した。

土壌中の線虫密度については、インゲンマメ,ス イー ト

コーン,エ ダマメ等の跡地にキタネグサレセンチュウが多

く, トマト跡地でネコプセンチュウが多かった。
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注 Rは ダイコン,Cはニンシン

た。しかし,ニ ンジンについては,発生を認めなかった。

ダイコンの岐根,裂根とニンジンの岐根割合は,腐植土

畑より淡色土畑で高く,ニ ンジンの裂根害」合は,腐植土畑

で高かった。また,淡色土畑のトマト跡地のダイコンとニ

ンジンのヒゲ根に,ネ コプセンチュウによる被害とは異な

る,こ ぶ (未同定)の着生が認められた。

表 3に ,土壌中の線虫密度と収穫物の被害率を示した。

ダイコンの被害は,キ タネグサレセンチュウによるもので,

インゲンマメとエダマメ跡地で多い傾向にあり,淡色土畑

のインゲンマメ,腐植土畑のインゲンマメ,スイー トコー

ン,エ ダマメ跡地の被害率は100%を 示 した。土壌の違い

表3 圃場における土壌線虫密度と収穫物の被害率

キタ末グサンセンチュウ  氷コプセンチュウ 収穫物の線
樹動 収穫後 腫 前 収穫後 虫被害率

前 作 物

10 55

8 15
5 48
5 23
8 35
13 18
15 35

R C RC R C
A インゲンマメ   0  33 58   11  0  2 100  0
淡 Bダ イコン 0 0+ 0 00 0 0

量:::キii′  :l il: | 11 1 1
畑 F ト マ ト 0 0 0 268 1154 0 40
Gエ ダマメ  0 21 34  0 0 0 25 0
A インゲンマメ  53  158 64    0   0  0 100   0
腐 Bダ イコン 2 546  0 0 0 45 0

霊 :I:公τ :| |‖ 1:;  | | 1 1:! |
月Ц F  ト  マ  ト    0    3  12   88   0 29  33  80
Gエ ダマメ 79 126114  0 0 0100 0
｀
注 1)線虫密度はベルマン法72時間,室温分離により
計数し,土壌20g当 りの3反復の平均値を示した。
2)Rは ダイコン,Cはニンジンを示 し,線虫被害
率はダイコンがキタネグサレセンチュウ,ニ ンジ
ンがネコブセンチュウによるものである。
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